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一 般 質 問 通 告 書 

 

                             令和 ８年 ５月 １日 

 

議 会 議 長  様 

 

                          議席番号      ９    番  

 

議員氏名  野 口 俊 彦               

 

質 問 事 項  質 問 要 旨 指定答弁者 

１ . 西幼稚園の 

今後は 

 

町立幼稚園は、地域との繋がりが深い子ども達を受け入

れ、共に育ちあう環境を大切にしている公立幼稚園であり

ます。しかしながら、少子化による園児数の減少等を理由

に、かつて５園あった町立幼稚園は、現在では３園での運

営となっています。 

このような状況の下、町では、より良い幼児教育の整備

に向けて、園舎老朽化への対応や園の運営体制等の解消を

目指し、園の規模、配置、運営体制等の検討を推進するこ

とを目的として、平成２２年に「町立幼稚園再編計画」を

はじめとする各種の計画を策定し検討を推進してきまし

た。 

西幼稚園においては、１０年前には園全体で１１０名在

籍していたのに対し、園児数も年々減少し、現在では１４

名の在籍となっており園の運営が危ぶまれています。  

そこで、今後の西幼稚園の在り方について、以下伺います。 

（１）過去１０年間における在籍園児数の推移及び将来推

計をどのように見込んでいるのか。 

（２）園の現状と課題は。 

（３）町立幼稚園再編計画や各種計画に基づく検討をど  

のように行ってきたのか。 

（４）施設の老朽化状況や耐震性、安全性の評価はどの 

ようになっているのか。 

（５）園の運営に対する影響を保護者及び地域へはどの  

ように説明していくのか。 
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２. 窪田町長２期

目のビジョンと

は何か 

 

 

（６）各種計画の推進にあたり計画検討スケジュールをど

のように考えているのか。 

（７）地域の子育て支援の充実を図るため、高野台保育 

園との一体的な運営または、認定こども園への移行も

視野に入れて検討する必要があると考えるが、今後の

運営方針に対する町の見解は。 

 

令和８年４月９日、現職の窪田町長が再選を目指すため

に春日部市内で記者会見を開き、無所属で立候補する旨を

私は翌日の朝刊で初めて知りました。新聞報道によります

と「１期目の政策を引き継ぎ、更なる発展をさせていきた

い。」と述べられていました。 

肝心な２期目の公約は、都市計画道路下野久喜線の早期

実現と中核病院の誘致など、１期目に掲げた優先政策を前

進させると力強く出馬表明したものと推測しますが、残念

ながら具体的な町民との約束が新聞各紙には全く掲載さ

れていませんでした。 

また、先月には、杉戸町長くぼた裕之公式ホームページ

がリニューアルされ、メイン画面には町長御本人のまちづ

くりへの力強い姿と、更には赤字で「この町を動かす責任

がある」とインパクトの強い言葉が表示され、既に閲覧者

（町民）の心を掴んでいると感じたのは私だけではないと

思います。 

しかし、リニューアルされたホームページにおいても、

１期目の４つの優先政策の現状や課題等が表示されてい

るだけで、具体的な公約はなにもありません。そこで、以

下伺います。 

（１）窪田町長が１期目の公約に掲げたものの未達成の 

４つの優先政策については、２期目も同様の内容で継

続していくつもりなのか。また、１期４年で進捗が思

わしくなかった政策を２期目ではどのように実現し

ていく予定なのか。 

（２）公約の一つであり、１丁目１番地である都市計画道

路下野久喜線の整備については、長年公約実現に向け

て協議を図ってきた久喜市長が先の市長選挙により

交替してしまった。今後どのように進めていく予定な

のか。 
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（３）町長１期目のスローガンは「新しい杉戸への挑戦 

～変えるか、変えないか～ 皆さんで新しい杉戸町の

扉を開けてみませんか。」と町民の皆さんへ問いかけ

ている。では、２期目のスローガン及び具体的なビジ

ョンは。 

（４）町長の公務や秘書に関する業務を担う秘書広報課

に、令和８年４月から新たに専門幹が配属されたが、

専門幹としての具体的な業務内容は。また、なぜ今年

度から新たに設置されたのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


